
原子吸光分析の原理

原理：自由原子に光を照射し、光の吸収量より、原子の数（量）を測定す
る。理想的な自由原子：拘束されない完全に自由な原子で、真空中の原子。
擬自由原子：完全な自由原子の状態は困難であるので、気体状態の原子で
代用する。

N固の自由原子の集団

光の強度Ⅰo光の強度Ⅰi

照射光 透過光

照射光に対する透過光の比率の対数は、原子の数Nに比例する

logⅠi/Ⅰo = - logⅠo/Ⅰi ∝ N

光の吸収

原子が光を吸収するので、透過光の強度が減少する：Ⅰi ＞Ⅰo

測定対象の元素
に対応する
特定波長の光



物質濃度と吸光度

物質濃度C [mol/L]

光の強度Ⅰo光の強度Ⅰi

照射光 透過光

(1) 透過率T [%] =Ⅰo/Ⅰi x 100

(2) 吸光度A [-] = - log T

(3) A = εℓC = kC

光路長ℓ

重要な関係式



原子吸光分析装置の構成

光源ランプ フレーム

噴霧器

試料液

燃料ガス

回折格子 検出器

増幅器

表示器

分光部 測光部

原子化部

光源部

電源



原子吸光分析用の光源の特徴

照明用ランプ：白色光源、すべての可視領域の波長の光を含む。
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中空陰極ランプ：目的元素の発光を利用し、特定波長のみの光を含む。

水銀

電灯



光源～中空陰極ランプ

中空陰極

陽極

石英

希ガス
Ne or Ar

Ar

Ar+ 陰極

金属陰極 Ar+

励起金属陽極

e-

光子

衝突 衝突衝突

発光の原理

ランプ
の構造

（図4.3）
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原子化部～フレーム法

目的元素を燃焼ガス状態にして原子化し、光を照射する。

試料

粉砕 溶解

燃料ガス＋助燃ガス
（アセチレン＋空気）

噴霧

水溶液

照射光Ⅰi 透過光Ⅰo

特殊形状
バーナー

ガス状態の原子（自由原子）

光路長を取るため、細長い炎とする。

固体状態の原子 溶解状態の原子

フレーム原子化装置

フレーム（炎）



燃焼を避けるため、
黒鉛炉をアルゴンガス中におく。

原子化部～フレームレス法

チューブ状の黒鉛炉
数千度℃まで加熱可能

加熱電源

水溶液

透過光Ⅰo照射光Ⅰi

試料

100℃ 加熱 急速高温加熱

黒鉛炉原子化装置

乾固水溶液
有機物分解
低沸点塩の気化

気化と原子化



分光部～回折格子

1000nm
（1μm）

ℓ

θ

mλ = ℓ sin θを満足する波長の光のみ反射し、
他の波長の光は干渉しあって消滅する。

ℓ = 1000nm
0o ≦ θ ≦ 90o

0 ≦ λ ≦ 1000nm 

入射光
全ての波長

反射光

mλ = ℓ sin θ
満足する波長のみ

特定の波長の光を選択して取り出す

回折格子

溝

鏡



測光部～光電子増倍管

光子1個 光電子n個 光電子n2個 光電子nk個

105～107個

光の超高感度検出

光子

光電子

光電子

出力パルス

ダイノード

光電面

直流電圧
増幅器

(+)

(-) (-)

(+)



同期した回転ミラーAとBによって照射光と透過光を交互に
反射して、それらの光度を測定して比較する。

照射光と透過光の比較

透過光Ⅰo

照射光Ⅰi

光源 測光

回転ミラー

固定ミラー

ハーフミラー

固定ミラー

分光

A = logⅠi/Ⅰo

ダブルビーム方式
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